
 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

第６１号  発行・編集： 富田林寺内町をまもり・そだてる会／じないまち交流館   富田林市富田林町9-29（じないまち交流館）  平成２７年７月２５日 （１） 

鈴
木
府
議
会
議
員
か
ら
は
、
お
祝

い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
続
い
て
来
賓
の
方
々
の
紹

介
の
後
、本
年
度
の
議
事
に
移
り
、

平
成
二
十
六
年
度
の
事
業
報
告
や

会
計
報
告
（
じ
な
い
ま
ち
交
流
館

会
計
を
含
む
）
な
ら
び
に
平
成
二

十
七
年
度
の
事
業
計
画
や
会
計
予

算
（
じ
な
い
ま
ち
交
流
館
会
計
を

含
む
）
が
審
議
さ
れ
、
全
会
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
二
部
で
は
、
昨
年
十
一
月
十

五
日
・
十
六
日
に
実
施
し
た
「
富

田
林
寺
内
町
を
ま
も
り
・
そ
だ
て

る
会
２
０
周
年
記
念
事
業
：
富
田

林
寺
内
町
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の

紹
介
と
「
同
記
念
報
告
集
」
の
紹

介
が
広
報
部
会
に
よ
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
中
で
は
、
特
に
メ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
「
寺
内
町

サ
ミ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
、
詳
し
く

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
全
行
事
に

参
加
さ
れ
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
サ
ミ
ッ
ト

の
概
要
や
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
全

容
に
つ
い
て
の
理
解
を
よ
り
深
め

ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

    今年の「寺内町燈路」は、 
  ８月２９日（土）に開催します！ 

 寺内町燈路も今年で１２年目を迎えます。今年は８月２９日（土）に開催し
ます（雨天時は 8月 30日（日）に順延）。希望者には、じないまち交流館に
て１基１２００円で行灯をお分けしています。 詳しくは、じないまち交流館
（TEL0721-26-0110）へお問い合わせください。 

 

総
会
第
一
部
は
、
橋
川
会
長

の
挨
拶
に
始
ま
り
、
来
賓
の
多

田
市
長
、
奥
田
市
議
会
議
長
、

吉
村
府
議
会
議
員
に
ご
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て 

 
 

今年の「寺内町清掃」は、 
９月１３日（日）に開催します！ 
詳細は別途お知らせいたします。 

今年の「寺内町月見の会」は、 
９月２７日（日）に開催します！ 
詳細は別途お知らせいたします。 

 

八
月
一
日
～
八
月
三
十
日 

 
 

手
作
り
絵
本
の
会
ア
イ
ア
イ 

手
作
り
絵
本
と
原
画
展 

 

九
月
一
日
～
十
五
日 

 
 
 

松
田
全
弘 

 
 
 
 
 
 

写
真
・
絵
画
展 

 

九
月
十
六
日
～
三
十
日 

 
 
 

こ
ご
せ
会
写
真
部 

 
 
 

写
真
展 

 

十
月
日
～
十
五
日 

 
 
 

高
橋
園
子(

代
表)  

 
 
 

お
人
形
さ
ん
の
着
物 

二
人
展 

 

十
月
十
六
日
～
十
月
三
十
一
日 

 

 
 
 

石
堂
千
代(

代
表)  

 
 
 

絵
画
・
陶
芸
・ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
ん
ぼ
玉
展 

 

十
一
月
一
日
～
十
五
日 

 
 
 

榴
樹
の
会 

 
 
 
 
 
 

水
彩
画
展 

 

十
一
月
十
七
日
～
二
十
九
日 

 
 
 

南
河
内
退
職
教
職
員
の
会 

絵
画
・
写
真
・
陶
器
展 
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平
成
二
十
七
年
五
月
十
七
日

（
日
）
午
後
一
時
三
〇
分
か
ら

「
じ
な
い
ま
ち
交
流
館
」
一
階

に
お
い
て
「
富
田
林
寺
内
町
を

ま
も
り
・
そ
だ
て
る
会
」
の
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
多
田
市
長
を
は
じ

め
、
吉
村
府
議
会
議
員
、
奥
田

市
議
会
議
長
、
さ
ら
に
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
審
議
会
委
員
の

尾
崎
市
議
会
議
員
、
同
京
谷
市

議
会
議
員
、
同
吉
年
市
議
会
議

員
、
堂
山
教
育
長
に
来
賓
と
し

て
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

な
お
、
当
日
の
参
加
者
数
は
、

五
八
名
（
委
任
状
一
四
五 

 

名
）
で
し
た
。 

 

   

＊瓦版は、3月 25日・7月 25日・11月 25日の年 3 回の発行です。 

＊本瓦版(pdf ﾌｧｲﾙ）は、連携ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ「富田林寺内町の探訪」からﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることもできます。 

 今回の瓦版は、会員以外の世帯にも 

 配布させていただいています！   

 

まもり・そだてる会活動報告 
  

☆ 

交
流
館
だ
よ
り 

☆ 

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
予
定 

 ５月１７日開催の総会にて、以下の新理事が承認されました。

任期は、平成２８年度総会までです。 

   御坊町  新理事 (企画事業部会) ： 橋本新三氏 

新理事の紹介 

 

★じないまち交流館の職員を募集します！  

 

下記の通り女性職員 1 名を募集します。希望される方は、履歴書を添
えて応募してください。 

記 
提 出 期 限  平成２７年８月２５日（火）午後５時まで 
提 出 先  じないまち交流館 
条 件  寺内町地区内に居住する６５歳未満の方（６５歳定年） 
勤務開始日   平成２７年１２月より（詳細は直接採用者に説明） 
問い合わせ先  じないまち交流館 TEL ０７２１－２６－０１１０ 
なお、採用・不採用の結果については、９月１０日（木）までに担当

者より連絡いたします。 

題字 / 松井 小太朗さん 10 歳（北会所町） 

 
 

 

 

 

 

 

月 日 会議名 内     容 

4 

2 役員会 
・文化財課人事報告 ・部会報告 ・総会について 

・会計報告（会／交流館）・20周年冊子案提示 

16 理事会 
・文化財課人事報告 ・部会報告 ・総会について 

・会計報告（会／交流館）・20周年冊子案提示 

5 

7 役員会 
・部会報告 ・総会について 

・20周年記念冊子配布について 

17 

総会 ※総会議案書のとおり 

理事会 
・年会費の徴収について ・各部会招集について 

・20周年記念冊子配布について 

6 

4 役員会 
・各部会報告 ・寺内町燈路について 

・20周年記念冊子・CD販売について 

18 研修部会 
・理事研修会の日程と行先について 

・会員見学会の日程と行先について 

20 広報部会 
・年間計画 ・2016きり絵カレンダー図柄について 

・瓦版６１確認、６２号原稿について 

7 

5 
企画 

事業部会 

・寺内町燈路について ・酒蔵ライブについて 

・月見の会について   ・行灯の確認 

9 役員会 

・各部会報告 

・寺内町燈路について、応援スタッフ選出について 

・四季物語実行委員会報告 

 

 

じないまち交流館内では、Wi-Fi が利用可能になりました！ 
スマホ、タブレット端末等からインターネットに無料で接続できます。 

http://www.sozai-library.com/sozai/768
http://www.sozai-library.com/sozai/768
http://www.sozai-library.com/sozai/768
http://www.sozai-library.com/sozai/768
http://www.sozai-library.com/sozai/836
http://www.sozai-library.com/sozai/836
http://www.sozai-library.com/sozai/768
http://www.sozai-library.com/sozai/768


私
達
一
家
が
こ
の
町
に
引
っ

越
し
て
き
て
７
年
が
経
と
う
と

し
て
い
ま
す
。
全
く
の
「
新
参

者
」
で
す
。
当
初
は
、
静
か
な

佇
ま
い
の
所
だ
な
あ
と
思
う
程

度
で
、「
寺
内
町
」
と
い
う
呼
称

は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
重
要

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
で

歴
史
的
な
所
だ
と
は
、
恥
ず
か

し
な
が
ら
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。 ご

近
所
に
住
ん
で
お
ら
れ
る

方
々
も
、
土
地
に
し
っ
か
り
根

を
は
っ
て
生
活
さ
れ
て
い
る
人

達
ば
か
り
で
、
大
変
親
切
に
し

て
い
た
だ
き
、
い
い
所
に
越
し

て
き
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

そ
の
人
達
と
の
「
よ
も
や
ま
」

話
を
す
る
う
ち
に
、
周
り
の
こ

と
も
段
々
分
か
っ
て
き
て
、
イ

ベ
ン
ト
等
に
も
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。 

孫
も
今
年
、
小
学
校
に
上
が

り
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。
私
も
積
極
的
に
「
寺
内

町
」
の
取
組
に
参
加
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

最
後
に
、
最
近
気
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
し
た
た
め
て
お
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
朝

夕
、
愛
犬
の
散
歩
に
行
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
リ
ー
ド
を
つ
け

な
い
で
散
歩
を
さ
せ
て
い
た

り
、
排
泄
物
を
そ
の
ま
ま
放
置

す
る
人
が
時
た
ま
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
大
変
残
念
に
思
い
ま
す
。

動
物
を
飼
う
の
な
ら
、
最
低
限

の
責
任
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
も

ら
い
た
い
と
強
く
感
じ
る
今
日

こ
の
頃
で
す
。 

 

（
東
林
町 

井
上
正
勝
） 

こんにちは!  笑顔であいさつ  歓迎を 

 

 

 

 

 

 

寺
内
町
の
城
之
門
筋
も
こ
の
日
本

の
道
百
選
に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
交
付
さ
れ
た
記
念
の
プ
レ
ー
ト
は

興
正
寺
の
御
成
門
の
前
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

選
定
の
対
象
と
な
っ
た
道
路
の
中

に
は
、
見
晴
ら
し
の
い
い
国
道
も
あ

れ
ば
、
勾
配
が
き
つ
く
入
り
組
ん
だ

山
道
な
ど
も
含
ま
れ
て
お
り
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
選
定
に
な
っ
て
い

る
様
で
す
。 

 

日
本
の
道
百
選
に
選
出
さ
れ
た
大

阪
府
の
道
路
は
城
之
門
筋
を
含
め
て

次
の
三
本
で
す
。 

 

・
御
堂
筋(

大
阪
市) 

 

・
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
通
り(

堺
市) 

 

・
城
之
門
筋(

富
田
林
市)

 
              (

７)

忍
び
返
し
と
の
ぞ
き
窓(

臆
病

窓)
  

 
忍
び
返
し
と
は
、
忍
ん
で
く
る
者

(
昔
は
忍
者
、
現
在
で
は
泥
棒
か)

を

追
い
返
す
も
の
の
意
味
で
、
塀
の
上

な
ど
に
先
を
尖
ら
せ
た
竹
や
木
、
ま

た
は
釘
な
ど
を
打
ち
付
け
て
お
き
、

盗
人
が
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
よ
う
に

工
夫
し
た
も
の
で
す
。
今
風
で
は
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀
の
上
縁
に
ガ
ラ
ス

片
を
並
べ
た
少
々
無
粋
な
も
の
も
目

に
し
ま
す
。 

 

寺
内
町
の
お
家
に
も
色
々
な
種
類

の
忍
び
返
し
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

金
属
製
の
先
端
が
外
を
向
い
て
い
る

も
の
や
有
刺
鉄
線
を
張
り
巡
ら
せ
た

も
の
な
ど
見
て
回
る
だ
け
で
も
楽
し

く
感
じ
ま
す
。 

 

臆
病
窓
に
つ
い
て
書
い
て
み
ま

す
。商
家
は
銭
が
あ
る
と
い
う
の
で
、

強
盗
に
狙
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
時
代
劇
に
よ
く

出
て
く
る
シ
ー
ン
に
、
小
僧
さ
ん
あ 

っ
て
い
ま
す
。
南
会
所
町
と
北
会
所

町
の
町
屋
で
寺
内
町
マ
ッ
プ
に
出
て

い
る
お
家
の
屋
号
を
調
べ
て
見
る

と
、
葛
原
家
は
「
た
ば
こ
屋
」、
奥
谷

家
は
「
岩
瀬
屋
」、
佐
藤
家
は
「
佐
渡

藤
」、
越
井
家
は
「
平
尾
屋
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

私
の
昔
の
家
は
明
治
の
初
期
に
建

て
替
え
ら
れ
て
い
た
様
で
す
が
、
転

勤
で
長
期
間
家
を
空
け
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
屋
根
ガ
ワ
ラ
が
落
ち
そ
う

に
な
り
、
取
り
壊
そ
う
と
決
め
平
成

３
年
に
解
体
し
ま
し
た
。
解
体
工
事

に
立
ち
会
っ
た
時
、
二
階
の
袖
壁(

防

火
用)

に
墨
書
き
で
「
車
屋
」
と
い
う

文
字
を
見
つ
け
た
の
で
亡
き
母
に
確

か
め
た
と
こ
ろ
、
当
家
の
屋
号
だ
と

言
わ
れ
ま
し
た
。 

 
(

５)

当
て
曲
げ
の
辻 

 
 

寺
内
町
の
町
並
み
は
碁
盤
の
目
調

に
街
路
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

交
差
点
に
該
当
す
る
箇
所
が
直
交
し

て
い
な
い
こ
と
に
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
手
前
に
立
っ
て
み
る
と
ず
れ
て

い
る
の
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ

は
「
当
て
曲
げ
」
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
、
戦
国
時
代
、
攻
め
て
こ
ら
れ
た

時
に
、
見
通
し
を
悪
く
す
る
な
ど
防

衛
上
の
目
的
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。 

(

６)

日
本
の
道
百
選 

 

日
本
の
道
百
選
は
、
建
設
省
が
１

９
８
６
年
～
１
９
８
７
年
に
選
出
し

た
道
路
の
百
選
で
す
。
選
定
の
基
準

と
な
っ
て
い
る
の
は
「
歴
史
性
と
親

愛
性
」(

５
３
本)

、「
美
観
性
と
機
動

性
」(

５
１
本)

で
す
。
選
定
さ
れ
た

道
路
は
建
設
大
臣
か
ら
顕
彰
を
受
け
、

亀
倉
雄
策
氏
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
記
念

の
プ
レ
ー
ト
が
交
付
さ
れ
ま
す
。 

 

広
報
部
会 

部

会

長 

副
部
会
長 

委

員 

委

員 

委

員 

委

員 

委

員 

委

員 

中

井

隆

洋 

田
中
新
之
助 

大

塚

健

治 

和

田

幸

雄 

柳

本

恵

三 

和

田

孝

雄 

尾

谷

正

隆 

井

上

正

勝 

(

順
不
同) 

富田林寺内町 来訪者 歓迎キャンペーン 

『富田林寺内町の歴史講座と町並ツアー』参加者募集！ 
 
【主  催】富田林寺内町をまもり・そだてる会 

【会  場】富田林市立じないまち交流館 ２階 

【開催日時】平成 27 年9 月 12 日(土)13:30～15:30（13:00 受付開始） 

【内  容】13:30～14:30：歴史講座 

14:30～15:30：町並ツアー（15:30 現地にて解散） 

【対 象 者】正準会員および一般参加者、定員 50 名 

【参加申込】8 月 4 日～8 月 25 日「交流館」にて申込受付 

定員になり次第受付終了 

【参 加 費】無料 

第６１号  発行・編集： 富田林寺内町をまもり・そだてる会／じないまち交流館    富田林市富田林町9-29（じないまち交流館）    平成２７年７月２５日 （２） 

 

る
い
は
手
代
さ
ん
が
潜
り
戸
の
一

部(

の
ぞ
き
窓
程
度
の
小
さ
い
も

の)

か
ら
訪
問
者
を
確
認
し
金
銭

の
授
受
を
行
う
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
の
ぞ
き
窓
の
こ
と
を
「
臆
病

窓
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
潜
り
戸

は
非
常
に
頑
丈
に
で
き
て
い
て
、

簡
単
に
蹴
破
ら
れ
な
い
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
臆
病
窓
は
内
側
か

ら
で
な
い
と
開
閉
出
来
な
い
仕
組

み
に
成
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
今

風
に
解
釈
す
れ
ば
、
イ
ン
タ
ー
ホ

ン
と
夜
間
金
庫
の
役
割
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

 

寺
内
町
も
商
家
が
多
く
、
玄
関

の
所
は
出
格
子
に
な
っ
て
い
て
、

玄
関
が
少
し
中
に
入
っ
て
い
る
構

造
の
お
家
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
。 

 

旧
杉
山
家
住
宅
の
の
ぞ
き
窓
を

確
認
し
ま
し
た
が
、
潜
り
戸
で
は

な
く
、
格
子
の
所
で
玄
関
が
よ
く

見
え
る
場
所
に
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
窓
で
訪
問
者
を
確
認
し
対
応
さ

れ
て
い
た
と
思
い
ま
す 

              
  

 

（
以
下
、
次
号
に
続
く
。） 

 

（
南
会
所
町
： 

田
中
新
之
助
） 

前
々
号(

瓦
版
５
９
号)

の
見
て

あ
る
記(

一)

の
続
き
で
す
。 

【
２
】
富
田
林
寺
内
町
で
の
散
策 

 (
３)

う
だ
つ
と
鴟
尾(

し
び)

と
雨

蓋
瓦(

あ
ま
ぶ
た
か
わ
ら) 

 
「
う
だ
つ
」
を
広
辞
苑
で
調
べ
る

と
、
以
下
の
様
に
説
明
さ
れ
て
い
ま

す
。 

①
梁
の
上
に
立
て
棟
木
を
支
え
る
短

い
柱
②
妻
壁
を
屋
根
よ
り
一
段
立
て

あ
げ
て
小
屋
根
を
つ
け
た
部
分
③
卯

建
と
も
書
く
。
江
戸
時
代
の
民
家
で

建
物
の
両
側
に
「
卯
」
字
形
に
張
り

出
し
た
小
屋
根
付
き
の
袖
壁
。
長
屋

建
て
の
戸
ご
と
の
境
に
設
け
た
も
の

も
あ
り
、
装
飾
と
防
火
を
兼
ね
た
。

④
民
家
の
妻
側
に
あ
る
棟
持
柱
。 

「
う
だ
つ
が
上
が
る
」
と
い
う
の

は
、「
出
世
が
で
き
る
」「
身
分
が
あ

が
る
」
と
い
う
意
味
で
、
富
裕
の
家

で
な
け
れ
ば
「
う
だ
つ
」
を
上
げ
ら

れ
な
い
事
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。「
し
こ
ろ
葺
き
」
の
屋
根

に
「
う
だ
つ
」
が
あ
る
家
は
富
豪
の

邸
宅
の
証
明
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。 

 

「
鴟
尾(

し
び)

」
を
広
辞
苑
で
調

べ
る
と
、
古
代
の
瓦
葺
き
宮
殿
・
仏

殿
の
大
棟
の
両
端
に
取
り
付
け
た
装

飾
。
瓦
・
銅
ま
た
は
石
で
造
る
。
後

生
は
、
し
ゃ
ち
ほ
こ
・
鬼
瓦
と
な
る

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

寺
内
町
の
旧
家
の
大
棟
の
両
側
に

鳥
の
尾
の
様
に
ピ
ン
と
立
っ
て
い
る

瓦
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
が
鴟

尾(

し
び)

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
浄
谷
寺
の
山
門
、
鐘
撞
き
堂
の

棟
の
両
側
、
西
方
寺
本
堂
の
大
棟
の

両
側
に
も
「
し
ゃ
ち
ほ
こ
」
の
様
な

鴟
尾
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

興
正
寺
別
院
の
山
門
に
は
雨
蓋
瓦

(

あ
ま
ぶ
た
か
わ
ら)

が
備
え
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
雨
蓋
瓦
と
は
隅
棟
の

下
方
に
あ
っ
て
、
瓦
の
接
合
部
を
覆

う
飾
り
瓦
の
こ
と
で
す
。
動
物
な
ど

の
飾
り
を
つ
け
た
も
の
が
多
い
で

す
。
留
め
瓦
と
も
言
い
ま
す
。 

(

４)

屋
号 

屋
号
を
広
辞
苑
で
調
べ
る
と
「
商
家
」

な
ど
の
家
に
つ
け
ら
れ
た
称
号
と
載 

＊瓦版は、3月 25日・7月 25日・11月 25日の年 3 回の発行です。 

＊本瓦版(pdf ﾌｧｲﾙ）は、連携ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ「富田林寺内町の探訪」からﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることもできます。 

 今回の瓦版は、会員以外の世帯にも 

 配布させていただいています！   

  

 

我
が
町
、
寺
内
町
、
見
て
あ
る
記
（
二
） 

 
  

─
 

寺
内
町
の
良
さ
再
認
識 

 
 

『富田林寺内町フェスティバル記念報告集 

（20周年記念冊子）』を交流館にて販売しています！ 
 

上記「記念冊子」は、当会の正準会員様には無償にて配布済ですが、

６月９日から、一般の方にも、冊子は1冊500円で、CDは1枚100

円で交流館にて販売しています。但し冊子は販売部数に限りがあります

ので、お早めにお求めください。 

またCD には、本記念冊子がpdf 形式で収納されていますが、この

pdf ファイルは、8 月 1 日から、連携ホームページ「富田林寺内町の

探訪」にて公開され、無償でダウンロード可能となります。 

 

冊子 500 円 

CD 100円 

 

浄谷寺山門の鬼瓦・しび・雨蓋瓦 
 

旧杉山家住宅ののぞき窓 
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